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時間評価の用いる注意資源や作動記憶の特性はこれまであまり研究されていな L、。そこで第 1 実験~第 3 実験では





方法:各注意資源を用いる課題として、 Probe Digit 課題 (PD 課題)と Missing Digi t 課題 (MD 課題)を用い




探索して答えた。 MD 課題では、記憶アイテム系列は、提示される可能性のある数字の範囲から 1 つの数字を除い
たものであった。被験者はその提示されなかった数字を答えた。この PD 課題 .MD 課題と、 4 秒の作成法による時
間評価を組み合わせた。
結果: PD 課題と MD 課題のみ行った場合の反応時間は、記憶アイテム数が多くなるのに伴って長くなった。 PD
諜題の正答率が構音抑制により低下したことから、 PD 課題は聴覚的・言語的注意資源に依存し、 MD 課題はこれに
依存しないことを確認した。時間評価については、時間評価のみ行った場合より二重課題時において作成時間が長く
なった。二重課題時の課題が PD 課題、 MD 課題のいずれであっても作成時間に差は見られず、また、記憶アイテム












実験 2 -1 




で有意な差は見られなかったo 実験 2 -1 では、時間評価中に行われたイメージ課題の処理は静的に保持されたイメー
ジの探索であり、動的なイメージの操作と時間評価について検討する必要がある。



















断刺激を提示するまでの時間 (SOA) を o ......4000msec の間で操作した。
結果 :SOA が短い場合には、論理規則を試行毎に異なる論理規則を用いる条件の方が、常に同じ論理規則を用い
る条件に比べて、反応時間はより長く正答率はより低くなった。 SOA が1000msec 以上では条件聞の有意差は見られ
ず、論理規則表象を活性化に約1000msec 以上必要であることが示された。






















目的:第 1 実験~第 3 実験では時間評価の注意資源要求特性や、作動記憶における時間情報処理について検討したo
第 4 実験では逆に、時間評価を用いて非時間的課題の認知的過程に接近することを目的とする。本実験では、トラッ
キング課題遂行時のメンタルワークロード測定の指標として時間評価を用いる。
方法:追従するターゲットの数( 1 . 3 個)、速度( 3 水準)を操作したトラッキング課題を遂行すると同時に、



























































基礎的研究(第 1--第 3 実験)においては、作動記憶モデルと時間評価の関係について、各実験で作動記憶の各要
素と時間評価の関係を二重課題法により検討し、時間評価において特に作動記憶の中央制御機構が関与していると結
論している。
応用研究(第 4--第 5 実験)においては、メンタルワークロードの指標としての時間評価の適用を試みており、主
課題の標的追従諜題に伴うメンタルワークロードを時間評価によって測定できることを示しているo また自動車運転
時の時間的判断と運転の困難度の関係についての検討を行っており、時間的判断が運転の困難度によって影響を受け
ることを示しているo
総合論議では時間評価の認知過程についていくつかの提案を行い、既存の時間評価モデルを拡張するとともに、時
間評価によって得られる知見が二重課題事態における認知過程の解明につながることを示唆した。また、応用的研究
の中で見られる時間評価や時間的判断が、基礎的研究の中で得られた時間評価の認知過程に基づいて説明されること
を示した。
以上、当論文は、時間評価の認知過程に関する精搬な基礎研究を展開するとともに、得られた知見を応用的研究に
発展させたものである。一連の研究の展開の的確性・将来性、見いだした知見の学術および社会に対する貢献の大き
さから博士(人間科学)の学位の授与に十分に値するものと判定した。
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